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【事務局】 それでは、大変長らくお待たせをいたしました。定刻より少し早いですが、皆さん

お揃いでございますので、始めさせていただきたいと思います。ただ今から社会資本整備審議会 

都市計画・歴史的風土分科会 歴史的風土部会 第２回明日香村小委員会を開催させていただき

ます。本日はお忙しいところをお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。私は７月

８日付けで国土交通省都市局公園緑地・景観課景観・歴史文化環境整備室長に着任いたしました

出口と申します。本日は事務局を務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 まず、定足数の関係でございます。本日ご出席の委員、臨時委員及び専門委員の方々は９名中

８名でございまして、本委員会の議事運営第１に定めます定足数を満たしておりますことを報告

申し上げたいと思います。 

 委員の皆様のご紹介につきましては、時間の関係上、勝手ながら座席表の配布をもって代えさ

せていただきたいと存じますが、前回、第１回の小委員会でご欠席されました委員の皆様は、今

回が小委員会としては初めてのご出席でございますので、ご紹介申し上げます。 

 まず、里中臨時委員でございます。 

【里中臨時委員】 よろしくお願いいたします。 

【事務局】 続きまして、西村臨時委員でございます。 

【西村臨時委員】 よろしくお願いします。 

【事務局】 また、本日荒井臨時委員の代理で、奈良県副知事にお越しいただいております。 

【荒井臨時委員代理】 よろしくお願いします。 

【事務局】 また、八丁専門委員おかれましては、本日ご都合でご欠席でございます。 

 また、事務局の方で恐縮でございますが、先ほど申し上げました私のほかに、第１回の小委員

会以降、人事異動がございましたのでご報告申し上げます。まず、都市局長の小関でございます。 

【小関局長】 ７月８日付けで都市局長を拝命した小関と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。 

【事務局】 続きまして、大臣官房審議官舟引でございます。 

【舟引審議官】 皆変わってしまいまして、私もちょっとだけ名前が変わりましたが、引き続き

これからの委員会を担当させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

【事務局】 続きまして、公園緑地・景観課長の梛野でございます。 

【梛野課長】 梛野でございます。よろしくお願いいたします。 

【事務局】 それでは、都市局長の小関の方からご挨拶を申し上げます。 
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【小関局長】 改めまして、７月８日付けで都市局長を拝命した小関でございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 委員の皆様方におかれましては、本日は大変ご多忙のところ、また遠方から朝早くお集まりを

いただきまして、誠にありがとうございます。厚く御礼申し上げます。 

 ご案内のように、国におきましては、これまで奈良県と協力し、昭和５５年の明日香法制定以

来、良好な歴史的風土の保存と明日香村の住民の皆様の生活の調和を図るため、４次にわたる整

備計画など、所要の措置を講じさせていただいたところでございます。これまでの取組みにより、

明日香村におきましては、往時を偲ばせる歴史的風土が今なお良好な状態で維持されている一方

で、人口減少、高齢化など、引き続き大きな課題がございます。日本人のこころのふるさとであ

る明日香村における歴史的風土の保存・活用は、国家的課題としてますます重要でございまして、

引き続き取り組まなければならない課題であると認識いたしましております。 

 第１回の小委員会におきましては、明日香村の現状、第４次整備計画に基づく取組みにつきま

して、現地視察と併せてご審議をいただきました。これまでの歴史的風土の創造的活用の取組が

目に見える形で成果として現れつつあるのではないかという評価をいただいたというふうに聞

いておるところでございます。 

 本日はこうした現状や取組を踏まえまして、現在の第４次整備計画の期間である平成３１年度

までの取組みにつきまして、当面取り組むべき施策のあり方としてご審議いただくことと、併せ

まして、それ以降の中長期的な取組につきましても、将来的な取組のあり方ということで、今後

の議論を進めるための方向性についてご審議をいただきたいと考えております。 

 本委員会としての報告を次回以降まとめていただくに当たりまして、本日は、こうした観点か

ら幅広くご議論、ご提言をいただければ幸いでございます。 

 委員の皆様方におかれましては、明日香村をはじめとする我が国の歴史的風土の保存につきま

して一層のご支援、ご協力を賜ることをお願い申し上げます。簡単ですが、冒頭のご挨拶とさせ

ていただきます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

【事務局】 続きまして、資料の確認でございます。お手元に一覧表とともに資料１から１１、

その次に特別展「キトラ古墳壁画」に関します明日香村の資料、そして、第１回小委員会の新聞

記事のコピーをお配りしております。 

 また、各委員には、第１回明日香村小委員会でもお配りしました明日香村に関する基礎資料を

補足資料として配布させていただいております。ご確認をいただきまして、もし不足がございま

したらお申し付けいただければと存じます。 

 なお、ご発言をいただく際には、目の前にございますマイクのスイッチをオンにしていただき

まして、ご発言終了後はスイッチをオフにしていただけますよう、よろしくお願いいたします。

それでは、議事に進みたいと思います。カメラ撮影はここまでとさせていただきますので、ご協

力をよろしくお願いいたします。 

 これからの議事進行は上村委員長にお願いしたいと存じます。上村委員長、よろしくお願いい

たします。 
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【委員長】 改めましておはようございます。明日香村小委員会の委員長を務めております上村

でございます。 

 本日は早朝から、またお暑い中お集まりいただきまして、ありがとうございます。第１回のこ

の明日香村小委員会は明日香で開催をさせていただきました。遠い中、皆さん、お越しいただき

まして、ありがとうございます。 

 私も、私は京都ですから近いんですけれども、５年振りに明日香の方に改めてお訪ねしたんで

すが、びっくりいたしました。いろんな整備が進んでいるなというのを実感いたしました。特に

ＣＧのバーチャルガイドによる案内ですとか、あるいはいろんなショップとかレストランとか、

そういうのもたくさんできてましたし、何より、ちょっと雨模様でもあったんですけれども、平

日でしたが、結構たくさんの方が明日香に訪れておられました。奈良県、又森川村長のリーダー

シップのもと、いろんなことを進められているということに対しまして本当に敬意を表したいと

思います。 

 しかし、いろんな課題もありますし、まだまだ工夫をしなければならないことも多いかと思い

ます。今日の委員会を通じて良い報告書ができあがりますように、「明日香の明日を展望する」、

そういう委員会になればと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、まず、明日香村の森川村長様から、先日東京国立博物館で開催されましたキトラ古

墳壁画の展示について、その他のことも含めて結構でございますので、ご報告ということで、よ

ろしくお願いいたします。 

【明日香村】 おはようございます。私の方から特別展「キトラ古墳壁画」の説明を簡単にさせ

ていただきます。資料は、一番最後の方に付いておりますこの２枚もののカラーのものと、その

後ろにパンフレットとフリーペーパーが入っております。その３つを簡単に説明させていただき

たいと思います。 

 説明をする前に、５月に明日香村へお越しいただきまして、本当にありがとうございます。本

当に遠路はるばるというのが正直なところだと思いますが、雨模様ではありましたけれども、お

時間を費やしていただきまして、ありがとうございました。その後、活発な意見交換をしていた

だいたと認識しております。今、委員長におっしゃっていただきましたように、我々としては、

人口が減少しているということも大きな課題でして、それも踏まえながら、未来に向かっていろ

んな取組みをやりたいと思ってございます。 

 それでは、お手元の特別展「キトラ古墳壁画」の説明でございます。文化庁も来られてますの

で、あまり私の方から申し上げると怒られるかもしれませんが、文化庁が当然主催で、そして国

立博物館、村、県が一緒になって、キトラ古墳壁画の展覧会をさせていただきました。国宝扱い

のものでございますので、４月２２日から５月１８日までという１か月以内という展示期間でし

た。今日ご出席の皆様の中にも来ていただいた方もいらっしゃると思います。 

 ここにも書いてありますように、安倍首相にも来ていただいたということで、非常にありがた

く思っております。来館者数が１１万９，２６８人ということでございます。多いのか少ないの

かはよく分からないのですが、長蛇の列であったということが非常に記憶に残っております。右
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上のところに、「壁画展示の様子」と書いてありますが、実は、時間帯的には内覧会の日の夕方

だけしか、この状態にはならなかったというのが事実だと思います。内覧会は２１日でしたが、

あとは２２日から５月１８日までは全くこの状態にはならなくて、ずっと人の山であったという

ことです。最高３時間の待ち行列ができていたと。これほど多くの方々にご興味を持っていただ

いたのだなというふうに、当方明日香村としては感じたところでございます。 

 その内覧会に併せて、左下のところで、和太鼓「倭」という明日香で暮らす太鼓のパフォーマ

ンス集団に和太鼓の演奏をしていただいたり、左下すぐ横の「内覧会の一幕」と書いているとこ

ろでございますが、これは皇極天皇の雨乞いを称えた南無天踊りというのが、今、伝承芸能とし

て残っておりまして、皇極天皇が雨乞いをしたら本当に雨が降ったということを再現しているも

のでございます。こういうものも披露をさせていただきました。いろんなことがあるんだよとい

うことを、伝承もあるんだよということを披露させていただけたのかなと思っております。 

 ページをめくっていただきますと、文化庁さんにキトラ古墳壁画を国博でやるときに、当方か

らお願いし、明日香の魅力を発信させていただけるスペースを取らせてくださいということで、

文化庁さん、あるいは国博さんの方で表慶館という建物を１階部分全部をお貸しいただいたり、

あるいは平成館の、３００人くらい入るホールを５日間お貸しいただきました。要は、毎週１回

イベントもやらせていただき、その様子を載せさせていただいております。 

 表慶館は、エントランスのところに展示する朱雀の模型を、森精機にボランティアで作ってい

ただきました。費用はゼロでございます。奈良とゆかりのある会社なので、こういうことにも参

加したいということでご参加いただきましたし、今日ご出席のＣ委員の「天上の虹」の第１話の

１ページから２０ページくらい、大化の改新の部分のところの原画のコピーを非常に高性能なも

のを出していただきました。プロジェクションマッピングを利用したりし、その館への入館者数

が４万３，０００人。普段、ここには数十人しか入っておられないような空間ですので、国立博

物館の方もえらく人が多いなという感想を述べておられました。 

 それと、下の真ん中でございます、講演会の様子。宮本亜門先生、河瀬直美先生、関西大学の

歴史系の先生方。そして、最後、５月１８日には里中満智子先生にご講演もいただいております。

毎回満席で。 

 私、その場でいろいろご挨拶させていただくと、そこに来られている方というのは、過去に明

日香に来られたことのある方で、その方々が何回も、こういう場を設定すると、足を運んで、そ

こで新しい情報を得て、また明日香に行こうという気になるんだというふうにお聞きしています。

実は、その後明日香に来られたという方に私も接したことがございまして、ああ、こういうこと

は繰り返す作業が非常に必要なんだなというふうに、思わせていただきました。 

 左下のところに、物販の様子を掲載しています。国博さんというのは、なかなか物販のテント

を出させていただけないんですけれども、何とか目をつぶっていただきまして、物販もやらさせ

ていただきました。そこで、ここに書いております飛鳥四神のクッキーですとか、キトラ四神煎

餅ですとか、あとは本ですけれども、「キトラ古墳と壁画」とか、こういうものがかなり売れて

おります。 
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 ちょっと申し上げたいのは、ここの商品のパッケージ等については、交付金を使わせていただ

いております。交付金を使わせていただいて、パッケージデザインとか、それを作る作業とか、

そういうのに充てさせていただいておることをご報告いたします。 

 それと、実は、それだけではなくて、一緒に付けさせていただいております、海外の方にもキ

トラ古墳を説明しようという資料でしたり、明日香を説明するという資料、これはフリーペーパ

ーなんですけれども、これの印刷費も交付金を使わせていただいて、このフリーペーパーを国博

に置いて、海外の方が多うございましたので、お持ち帰りいただくということをさせていただき

ました。 

 このほか、今回のキトラ古墳壁画にかかわる明日香の魅力をどう発信するかというに関しては、

パネルの作成でありますとか、いろいろなところに交付金を使える範囲で使わせていただいたと

いうことはご報告申し上げておきたいと思っております。 

 地域の活性化ということは、まずは魅力の発信からなんだなということをつくづく感じさせて

いただきました。それと、この前の委員会の中でもいろいろご意見をいただきました。ちゃんと

発信をしていく、面白く伝えていくということをもう少しちゃんと我々も努力していかないと駄

目だなということを感じました。しかし、関東圏あるいは海外の方々の明日香というものに対す

る強い思いを今回のキトラ古墳壁画展で感じたところでございます。 

 長くなりましたけれども、以上、終わらせていただきます。 

【委員長】 ありがとうございます。本当にたくさんの人で賑わっておりました。私もオープン

の翌日に参りましたけれども、長蛇の列でびっくりいたしました。特に、首都圏の方々のこれほ

どの関心の高さというのは、やはりすごいなと思います。 

 それでは、本日の議事に入ってまいりたいと思います。本日の委員会ですけれども、本委員会

としての報告を次回以降にまとめていくに当たりまして、その報告の骨子の案について審議する

のが今回の委員会のポイントでございます。 

 前回の第１回の委員会におきまして、様々、先生から意見をいただいているところでございま

すけど、それぞれのご意見も反映をいたしまして、骨子の案を事務局にてまとめていただいてい

るところでございますので、その辺りのところも含めまして、資料の説明をよろしくお願いいた

します。 

【事務局】 では、事務局の方から資料の説明をさせていただきたいと思います。資料について

は、資料２から資料９まで一通り説明をさせていただきます。資料の種類が多うございますので、

駆け足での説明になってしまうことをご了承いただきたいと思います。 

 それでは、右肩に資料２と振っておりますが、そちらのＡ４縦１枚のペーパーをご覧ください。

審議の進め方ということで、第１回小委員会でもご説明させていただいたところでありますけれ

ども、審議事項については大きく３点ということでございます。 

 まず１点目が、１つ目の丸でございまして、第４次整備計画と明日香村交付金の成果など、こ

れまでの取組みの評価・課題の整理について、大きく１つ目の柱としてございます。 

 ２つ目が、そういった評価を踏まえて平成３１年度、現整備計画の期間内を目途とした当面取
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り組むべき施策のあり方、これが２点目になります。 

 ３点目でございますが、加えまして、中長期的な課題としての平成３２年度以降の将来的な取

組みのあり方に向けた今後の議論の方向性ということで、この３点について、ご審議いただくと

いうことになってございます。 

 そういった内容を踏まえて、下のスケジュールになりますけれども、前回、第１回の明日香村

小委員会で現地視察とこれまでの取組みの評価、課題について、ご審議いただいたところです。

本日、第２回の小委員会ということでございますけれども、第３回、第４回以降、年内に報告を

まとめていくということを前提としまして、本日につきましては、当面の取組みの話、将来的な

取組みの話、そういったことを含めた報告の骨子についてご審議いただきたいというふうに考え

ております。 

 それでは、資料３をご覧ください。こちらにつきましては、前回、第１回の小委員会にて各先

生方から指摘事項としていただいたものをまとめたものでございます。別途、資料１１の方で、

議事録の本体については整理をしてございまして、こちら、先生方にもご確認をいただき、ホー

ムページの方にも既に載せているところでございますけれども、この資料３につきましては、そ

の概要版ということでございます。これをまとめるに当たっては、本日ご説明いたします資料９

の報告骨子案の項目に沿って整理をさせていただきました。本日、時間の関係上、個々にご説明

ということはさせていただきませんけれども、適宜、議論の中でご参照いただければというふう

に思います。 

 それでは、資料４をご覧ください。Ａ４横のパワーポイントの資料になります。こちら、「明

日香村における歴史的風土の創造的活用による成果について」ということでございまして、前回

の小委員会でも現地視察等でご確認いただきましたものを改めて整理をしたということでござ

います。 

 １枚めくっていただきまして、１ページになりますけれども、「明日香村における歴史的風土

の創造的活用による成果」ということで、これまで４次にわたる整備計画がございましたけれど

も、１次、２次につきましては主にインフラ関係の整備が中心ということでございました。 

 ３次以降、例えば歴史展示の推進とか、観光、交流の振興等の歴史的風土の創造的活用という

方向にシフトしてきたわけでございます。そういった内容がここ１０年以上の取組みを通じて、

やっと、下にあるような成果として現れてきているというのが、前回の審議会でのご議論でもご

ざいました。 

 次の２ページから、大きく７点、整理をさせていただいてございます。 

 ２ページをご覧ください。こちらはバーチャル技術等による歴史体験ということでございまし

て、真ん中のところに、こちらは川原寺でございますけれども、地中に埋もれた遺構表示等はし

ておりますけれども、上にどんな建物があったかという、そういうことは想像できないというこ

とで、そういったものを左にあるようなコンピュータグラフィックスを活用した映像を製作した

り、また、右側にありますような、こちらは前回の現地視察でも確認いただきました石舞台のタ

ブレットによる解説、こういったものを使うことで、当時の姿を実感できるようになってきたと、
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こういう成果が出てきておるということでございます。 

 １ページめくっていただきまして、３ページになります。最近、皆さん、スマートフォンなど

をお持ちなんですけれども、こういうのを使った周遊観光が実現できてきているということで、

従来、真ん中にありますような紙のマップで、地図に精通した方には良かったんですけれども、

皆さんがぱっとどこに行けば何があるかというのが分かりにくかったと。 

 そういったものに対して、右側にありますように、こちらも前回ご体験いただきましたけれど

も、スマートフォンのアプリ「なら飛鳥京ぶらり」ということで開発しまして、スマートフォン

のＧＰＳ機能を活用して、飛鳥京の再現イラストの中で、自分はどこにいるということも含めて、

当時どういう様子だったかとか、ガイドが流れるということで、こういうことを含めて、分かり

やすく楽しい周遊観光が一部実現できているという成果が出てきてございます。 

 続いて４ページをご覧ください。最近、飛鳥ブランドということで取組みを進めておりますけ

れども、かなり特産品も充実してきているということで、明日香村の方で、特に農作物を活用し

た特産加工品の開発やブランドの認証なんかも進めてございます。 

 左下にグラフがありますけれども、ブランドの数もかなり増えてきておりますし、売上高も伸

びてきているということ。また、右下のグラフにありますように、飛鳥米の取引なんかも非常に

伸びてきているということで、かなり飛鳥の、特に「農」の価値が皆さんに知られてきたんじゃ

ないかなと、そういう成果がございます。 

 続いて５ページをご覧ください。こちらは、農産物の直売を通じた交流ということで、右側に

「あすか夢販売所」ということで写真を載せております。平成１７年に新装開店をしたものでご

ざいますけれども、左下の写真にございますように、橿原など近隣都市からの多くの訪問客で賑

わっているという状況でございまして、右下のグラフにございますように、現在、４か所でこの

直売所が経営されておりますけれども、非常に売上高も伸びてきていて、地元の活性化、交流に

もつながっているという状況が生まれてきているということでございます。 

 続いて、６ページをご覧ください。こちらは、農と食のおもてなしということで、真ん中のと

ころに写真を載せておりますけれども、空き家を活用して、古民家の雰囲気を活かしたレストラ

ンの数がかなり増えてきているということでございます。 

 右上のところにありますけれども、前回の委員会でも昼食をとらせていただいた「夢の旬菜館」

などの開業とか、右下のチャレンジショップの運営、工夫を凝らした新店舗の運営、こういった

ものも併せて、村全体で農、食を活用しておもてなしがかなり実現してきているということで、

レストランの数なども１５年前は７、８軒だったものが、最近だと４０軒ほどに増えてきている

と、レベルも高くて、いつも混んでいると、そういったご指摘も前回いただいているところでご

ざいます。 

 続いて、７ページをご覧ください。こちらは、明日香村の方で非常に力を入れている農家民泊、

農業体験などを通じた明日香らしさの体験ということで、教育旅行の民泊の推進や、併せて海外

からの教育旅行の受け入れ、こういったものを今進めております。 

 左下の方に具体の数を載せていますけれども、昨年度ベースで行きますと、延べ２，５８６泊、
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農家民泊がされているということで、こういった内容を引き続き進めていくということと、一番

下にございますように、こういった動きに合わせて、明日香らしい滞在型観光の実現や、魅力的

な体験メニューの充実が今後の課題という形になってございます。 

 続いて８ページをご覧ください。特色ある景観の保全ということで、右側のところにトピック

的なことが書いてありますけれども、現地でもご確認いただきましたけれども、コンクリートプ

ラントなども事業によって撤去をさせていただき、非常に長年の懸案がなくなったということで

ございます。 

 また、左側にもありますように、ボランティアと連携して、景観形成をやったりだとか、あと

は村全体の景観計画だけではなくて、集落単位でのきめ細かい景観づくり、景観計画、そういっ

たものを非常に頑張っているということで、明日香村の歴史的風土を引き続き皆さんが体感でき

るような状況で来ているということでございます。 

 こういったものを、前回もご確認いただいた成果ということでまとめさせていただいておりま

す。 

 続いて、資料５をご覧ください。Ａ４横の１枚紙になります。今回の小委員会の報告のとりま

とめの方向性ということで、こちらの案でも申しておりますけれども、第４次整備計画の残りの

期間の当面の方向性だけではなくて、併せて、次期整備計画期間以降の将来的な方向性について

も今回ご議論いただくということで、それに基づいて、下にありますような報告骨子のまとめを

ご提案させていただきたいと思います。 

 大きく４項目ございます。まず、１点目が「はじめに」、２点目が「明日香村を巡る現状とこ

れまでの取組みの評価・課題」ということをまとめていきたいと思います。３点目が「当面取り

組むべき施策のあり方」、４点目が「将来的な取組みのあり方に向けた今後の議論の方向性」と

いうことで、本日は資料６の方でこちらの全体の方向性・イメージについてまずご参照いただい

た上で、別途、資料９の方で報告骨子案をまとめております。テキストベースで説明の方も分か

りにくいと思いますので、パワーポイントで資料７、８ということでそれぞれまとめております

ので、これをベースに本日ご審議いただきたいと考えております。 

 続いて、資料６をご覧ください。Ａ３横の資料ということで、こちらが近い将来の明日香村の

姿ということでまとめてございます。 

 まず、右上の凡例の方をご覧いただければと思います。大きく３つに分けております。 

 まず、バックが黄色の四角のところの説明ですけれども、先ほどご確認いただいた、一部成果

が現れているものでございます。例えば下にございますようなバーチャル体験の話だとか、また

その左上にございますような情報端末を通じた歴史展示による非日常世界の体験ということ。ま

た、左上にありますような古民家レストラン、カフェが出てきているということ。また、一番下

にあるような教育旅行、農家民泊、こういったものにも今非常に力を入れて頑張っていて、成果

も出てきているというような、これまでの４次計画に基づく取組みで成果が表れたものがこうい

ったものでございます。 

 また凡例の方に戻りまして、青地のものになります。こちらは、今まさに取り組んでいる状況
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ではございますが、まさにこれから成果が出てくるということでございます。 

 例えば、地図の真ん中の明日香村中心部と書いてある右側の箱でございます。万葉文化館にお

ける歴史展示ということで、より歴史を知っていくような形で歴史展示を進めていくということ。

続いて、左側の上から４つ目の右側の箱、「日本庭園のルーツ」と書いておりますが、今現在奈

良県の方で進めている飛鳥京跡苑池の発掘・整備の関係でございます。こういったものも残り５

年の中で形として見えてくるということでございます。 

 また、一番左下になりますけれども、国営公園で整備をしているキトラ古墳周辺地区、また文

化庁さんと連携をして進めている、こちらの体験学習館ということで、キトラ古墳壁画の展示等

も含めた体験学習を、ここで５年以内、平成２８年度オープン予定になっておりますけれども、

こういったものが成果として出てくるという予定でございます。 

 また、左上から３つ目のところになりますけれども、古民家を活用したおもてなしということ

で、滞在型の観光の実現です。ゲストハウス等、これから村が力を入れていくというところ。 

 また、右上から３つ目、電気自動車等を活用した周遊観光の実現ということで、こういったも

のが今後５年の中で成果として出てくる予定ということでございます。 

 最後に、凡例の中の３つ目でございます。赤でハッチを塗ったところでございます。将来的な

取組みということで、左下のところに２つ記載をしております。 

 まず１点目が飛鳥宮跡中心部の歴史展示ということで、スケール感を体験できるような歴史展

示の検討を進めていくということ。また、その下にございます高松塚古墳壁画につきましては、

文化庁さんの検討会の方で修理後の当分の間、古墳の外の適切な場所において保存管理・公開を

行うということになってございまして、方法、場所等について、引き続き検討されていくという

ような状況が今後見込まれるということでございます。これが近い将来の明日香村の全体像のイ

メージということで、ご審議いただければというふうに思います。 

 それでは、資料７をご覧ください。こちらはＡ４横のパワーポイントでまとめたものでござい

まして、当面取り組むべき施策のあり方ということでございます。 

 １枚めくっていただきまして、当面の取組みの方向性ということでございます。第４次計画に

基づく取組みにつきましては、特にこの黄色の箱で書いてありますように、「歴史的風土の創造

的活用」という第３次計画からの取組みが非常に成果として目に見える形で現れつつあるという

ことで、総じて順調に進展しているのかなと考えてございます。 

 よって、矢印のところになりますけれども、第４次計画の残りの期間につきましては、基本的

に現在の方向性を継続していきたいということで、方向性として記載をしております。具体的に

は、下に①から④まで書いておりますとおり、現在の第４次計画の柱立てを引き続き方向性とし

て示して、これに基づいた取組みを進めていくということでございます。 

 この柱ごとに、２ページの方から当面の施策のあり方について見て行きたいと思います。 

 ２ページをご覧ください。まずは、歴史展示の推進ということでございます。最初にこの資料

の見方についてご説明させていただきます。左上に「現状に対する評価」と書いてございますけ

れども、前回の委員会でも資料でまとめたものでございまして、青が成果、効果、赤が課題とい
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うことで整理をしております。また、左下でございますけれども、前回、第１回の小委員会で、

先生方からご指摘いただいた指摘事項をここに記載をしておりまして、一番後ろに括弧で書いて

あるのが資料３の指摘事項の整理と連動している番号ということになってございます。この評価

と指摘事項を踏まえた形で、右側にありますように、当面の施策のあり方をまとめていると、そ

ういう整理をしてございます。この右側のオレンジの箱の中に書いてある内容が報告骨子案に記

載されているものとご理解いただければと思います。 

 それでは、左上の方に戻りまして、この歴史展示についてでございます。課題としては、国・

県・村など関係主体間の連携強化がこれから求められるということと、左下にございますように、

先生方からの指摘事項として、より広く理解してもらう、ビジュアルで分かりやすく説明すると

いうようなご意見をいただきました。 

 そういったことを踏まえて、右上にありますように、第４次整備計画で奈良県の方で「明日香

村における歴史展示等のあり方基本方針」というものをまとめたわけでございますけれども、そ

の後のフォローアップをしっかりやっていくということと、それに基づいた歴史展示をしっかり

と進めていくということが当面の施策のあり方だと。また、具体の例示として、万葉文化館につ

いては、歴史テーマや人物等によって歴史を総合的に展示する機能を充実していくと。そういっ

た方向性で、これは整備計画にまさに位置づけられている内容でございますけれども、しっかり

取り組んでいくということで考えてございます。 

 続いて、３ページをご覧ください。こちら、コンピュータグラフィックスを活用した歴史展示

ということで、成果の方を一部確認いただきましたけれども、地中の遺跡をもっと知らせていく

必要があると、そういった先生からのご指摘もいただいたところでございまして、一部成果も出

つつありますけれども、右上のところにありますように、解説や周遊といったやり方と組み合わ

せて、引き続き展開をしていくことが必要なんじゃないかなということで、整理をさせていただ

いております。 

 続いて、４ページをご覧ください。こちらは遺跡の整備ということで、まさに飛鳥京跡苑池な

どは、この柱に沿って進めているわけですけれども、やはり１回目の小委員会で地中に埋まって

見えない遺跡ということで、多くの来訪者の方は景観に満足して帰ってしまうのがとてももった

いないというご意見もございました。遺跡を目に見える形で整備する工夫、ビジュアルで説明で

きる方法、引き続き工夫をしていく必要があると考えております。それを当面の施策としてまと

めております。 

 続きまして、５ページになります。歴史的風土の維持・向上ということでございます。こちら、

景観ボランティアの活動なども展開されているということでございまして、非常に歴史的風土の

保存に寄与しているという状況がございますけれども、数が増えて来た際にその受け入れの窓口

や体制づくり、そういったものが課題ということで認識をしておりまして、そういった受入シス

テムの構築、そうしたものをしっかりやっていくと。 

 また、現在、４大字に限られている集落単位での景観計画、こういった取組みについても、引

き続き他の大字にも広めていって、それぞれの集落ごとの特性に応じて、しっかり地元の方と議

10 

 



 

論を進めていくと。それが地域単位での景観形成につながっていく、ということで整理をさせて

いただいております。 

 続いて、６ページになります。景観阻害要因の改善ということでございます。真ん中にあるよ

うな非常に大きなものは撤去されて景観も改善したところではございますけれども、右側の写真

にあるような資材置き場とか、そういったものについては、引き続き課題になっているというこ

とで、資材置場や電線、看板など、そういったものの改善に向けて取組みを進めていく必要があ

るのではないかということで記載をしてございます。 

 続きまして、７ページをご覧ください。こちらは地域活力の向上です。大きく３項目あるんで

すけれども、そのうちの１つ目の「農」の維持・再生ということでございます。「農」の取組み

なども第３次、第４次、非常に力を入れて頑張っておるんですけれども、担い手の不足というの

は引き続き深刻な問題だということで、明日香村の公社など、そういったものをうまく活用して、

農業の受託を進めるための体制づくりを進める必要があるのではないかということ。また、６次

産業化もブランディングが進んでいるところでございますけれども、より質の高いブランディン

グを今後さらに進めていく必要があるんじゃないかということでございます。 

 続いて、８ページをご覧ください。地域活力の向上の２項目目、観光・交流の振興ということ

になります。こちら、たくさんご意見をいただいておりますけれども、国内外の旅行者にとって

分かりやすく情報発信をしていくことが非常に大事だということでございます。明日香に関する

統一的な情報発信を行っていくとか、海外の方がぱっと見て分かるような世界の視点での内容の

充実、見せ方を工夫していく必要があるんじゃないかということでございます。 

 続いて、９ページをご覧ください。こちらは観光周遊からの観点からの交通のあり方というこ

とでございます。前回もレンタサイクルのご意見などもいただいたところでありますけれども、

当面の施策のあり方としましては、電気自動車、ＥＶ車など、新しい交通形態を活用した周遊交

通の導入をしていくということ。また、レンタサイクルについても、例えば乗り捨てシステムと

か、そういったものを含めた検討をしていく必要があるんじゃないかということでございます。 

 続いて１０ページをご覧ください。滞在型観光の実現ということで、まさに下の写真にあるよ

うな古民家を活用した、これは現状の古民家になりますけれども、こういったものを活用して、

ゲストハウスに改修していくということ。それで長期滞在していただく拠点を整備していく。ま

た、体験メニューにつきましてもより充実を図っていく。明日香ならではの体験メニューにして

いくということで、現状の農家民泊、教育旅行の推進をさらに進めていくということ。また、右

下の写真にもございますように、奥飛鳥の景観については文化的景観ということで、人間の文化

や伝承芸能、神事のすばらしさ、そういったものを体験できるような形で進めていくべきではな

いかということで、新たなニーズへの対応を図っていくべきだということでございます。 

 続いて、１１ページをご覧ください。地域活力の向上の３項目目、住みたくなる村づくりとい

うことでございます。空き家バンクの活用など、一定の成果は出てきているところでございます

けれども、空き家については今後さらに増えていくことが予想されております。空き家バンクシ

ステムの活用をさらにうまく図っていくということと、併せて体制づくりをしっかりやっていく
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ということと、老朽化した空き家の管理手法も検討していく必要があるのではないかということ

でございます。 

 １２ページをご覧ください。地域学の推進ということで、どちらかというと子どもに対するも

のになりますけれども、第１回の小委員会でも小中学生に対する地域学というのは、中長期的に

非常に効果が出てくるということで、観光客へのガイド経験だとか、地域学習教材のあり方、こ

ういったものを見直して、国内外からの多くの来訪者に対してガイド経験を積んでいくようなこ

とをしっかりとやっていくべきであろうというご意見をいただきましたので、そういった方向で

記載をしてございます。 

 続いて、１３ページ、こちらは生活環境インフラの関係になります。左下にありますように、

個々に成果、課題がございますけれども、引き続き第４次整備計画に基づく整備を進めていくと

いうことで記載をしております。 

 １４ページの方になりますけれども、当面の支援のあり方ということでございます。こちらは

今後の残りの期間を国・県としてどういう方向性で行くべきかということでございますけれども、

明日香村整備計画の目標を達成するために、国・県・村が有機的に連携していくということが大

事だということ。２点目がこの整備計画の主体となる奈良県さんが中心となって、各種施策の実

施状況を定期的に把握・検証・評価・フォローアップを行っていくということと、引き続き、国・

県による努力や支援が不可欠であろうということでございます。 

 具体例の１つとして、３つ目にございます明日香村の交付金についてでございます。整備基金

の運用益が下のグラフにあるように、青のところになりますけれども、依然として最低水準に低

迷しているという現状がございます。そういった現状を踏まえて、明日香村の主体的な取組みに

よる地域活性化の成果として、先ほど村長からもご紹介いただいたような成果が上がってきてい

るということでございます。平成２７年度以降につきましても、同様の措置を継続していくべき

だということでございます。 

 併せて、近年ニーズが高まっている、先ほどご紹介した滞在型観光、例えば古民家を活用した

滞在拠点の整備など、そういったことについて観光・交流による魅力向上の取組みへの支援を図

るべきだということで、整理をさせていただいております。 

 続きまして、資料８をご覧ください。こちらは、将来的な取組みのあり方に向けた今後の議論

の方向性ということでございます。現整備計画期間以降の中長期的な課題になります。 

 まずは１ページ目をお開きいただきまして、明日香村の将来像ということでございます。こち

らは、「守られるべき明日香村の歴史的風土」ということで、再確認の意味を込めて整理させて

いただいております。右側の明日香村の将来像というところに大きく３点まとめてございます。 

 例えば１点目。明日香村の歴史的風土のまさに定義というところでございますけれども、歴史

的文化遺産、また周囲の自然的人文的環境が一体をなして形成している総体である、ということ

でございます。また、発掘調査もどんどん進んでおりまして、今見えていない潜在的な遺産の存

在がより歴史的風土の価値を高めていく視点もあるということでございます。 

 続いて、２ページをご覧ください。明日香村の価値の捉え方ということでございます。こちら
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は、特に世界遺産にも向けて、国内外の観点での価値の証明という観点でご意見をいただいてお

ります。普遍的価値をどう証明していくんだということで、右側の２番目の箱にございますよう

に、国際的な視点から明日香村の普遍的価値を証明して、取組みを進めていくことが必要だとい

うこと。また、上の１ポツ目にもございますように、まさに「日本人のこころのふるさと」とし

て特別な地であるということも併せて、しっかりと認識をしていくと。国際的なことと国内的な

ことの両方を認識していくということが大事なんじゃないかということでございます。 

 続きまして、３ページをご覧ください。こちらは村民が暮らす場としての視点ということでご

ざいます。四季と共生する生活と歴史資産が共存していることに価値があるというご意見もいた

だいたところでございますけれども、明日香村民の方が誇りと自覚を持って生き生きと暮らせる

ビジョンをしっかりと示していく、持つことが大事だということ。また、土地利用規制について、

より前向きに捉えて、明日香村民としての生活の幸福感を享受できるような将来像につなげてい

くと、そういったことが大事なんじゃないかということで、整理をさせていただいております。 

 続いて、４ページをお開きください。明日香法に基づく施策については、下に記載をしており

ますとおり、２本柱になってございます。左側が歴史的風土を保存するための土地利用規制とい

うことで、全村が特別保存地区になっていると、これが特徴の１つでございます。また、その土

地利用規制と併せて、右側のところにありますように、住民生活との調和を図っていくというこ

とで、奈良県さんの方の整備計画。また、整備基金を積み上げていると、こういった施策、制度

について、将来的な取組みに向けて引き続きこの制度のあり方についても併せて検討していくと、

そういったことが必要ではないかということでございます。 

 続いて、５ページをお開きください。明日香村の活性化ということで、移住・定住の促進に向

けて、次世代の担い手の確保というのが１つのキーワードとなっております。担い手を確保する

ために、歴史的風土を保存するためにもどうしていくかということでございまして、歴史的風土

の維持保全に必要な担い手を確保するという観点が大事だということでございます。また、明日

香村全体の歴史的価値を表現するようなシナリオ、ブランディング、ストーリーづくりが必要で

あるということでございます。 

 続いて、６ページをご覧ください。こちらは、明日香村の将来像の地域住民及び国民の理解協

力ということでございます。先ほどの話とも通ずるところでございますけれども、明日香村の神

事や祭りなど、明日香村民が大事にする生き方などに対して、特に若者が理解協力を示していく、

主体的に関与していくということが大事であろうということ。また、国民や企業等に向けても広

く理解協力を促して、積極的な関与を求めていくということが大事だということでございます。 

 続きまして、７ページをご覧ください。ここからは将来的な取組みの基本的方向性ということ

で、個別の柱ごとに方向性を示したものになっております。 

 まずは、歴史的文化遺産の保存と活用ということでございまして、右側のところに記載してご

ざいます。まず、１点目の飛鳥宮跡中心部については、現地でスケール感を体感できるように、

引き続き整備に向けた検討を進めていくということ。また、高松塚古墳壁画につきましては、文

化庁さんの検討会の内容に基づいて、ここに記載してあるような前提条件を踏まえた形で、引き
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続き検討を行うことが必要だというふうに考えております。 

 続きまして、８ページをご覧ください。こちらは、歴史的風土にふさわしい景観の形成という

ことでございます。これまでも数十年にわたって建物の修景等の取組みを進めてきたところでご

ざいますけれども、集落単位の景観計画等の取組みと併せて、こういったマスターアーキテクト

の制度等を導入して、指導・助言をいただきながら、より大きな視点での景観形成を進めていく

ことが大事ではないかということ。また、古都の買入地についても、全村が特別保存地区である

という明日香の特殊性を考慮した上で今後の対応の方向性について検討していくべきであると

いうことでございます。 

 続きまして、９ページになります。地域産業の振興による地域活力の向上ということで、大き

く２点、整理をしてございます。 

 農業体験や民泊、教育旅行、こういったものを国際展開していく。まさに今やっていることで

ございますけれども、引き続き取組みを進めていくということ。また、様々な媒体を活用して情

報発信をしていくということと、周辺市町村との広域連携を図っていくということが大事ではな

いかということでございます。 

 続きまして、１０ページをご覧ください。交通システムの関係でございます。先ほど、当面の

取組みにもありましたように、今現在運行している周遊バスのあり方なども中長期的には見直し

ていく必要があるだろうということ。その中には、前回先生方からご意見をいただいたような、

車体デザインのあり方やバーチャル体験との組合せ、こういったものとの連動を図っていく。ま

た、観光に関する組織体制、専門部局のあり方、こういったものについても検討を進めていくべ

きだということでございます。 

 続いて、１１ページをご覧ください。歴史的風土を支える担い手の育成と確保ということで、

こちらも将来的な子どもたちへの地域学の推進を継続してやっていくべきだということ。また、

２つ目にありますように、明日香村ならではの住まい方の提案をしっかり外部に向けて発信して

いく、こういったことが必要ではないかということでございます。 

 続いて、１２ページをご覧ください。担い手の育成と確保の続きでございますけれども、空き

家の有効活用については、定住促進策の観点から歴史風土の担い手を確保するという観点も含め

て、しっかり対応を検討していくべきだということ。また、観光、農業の取組みが進んでござい

ますけれども、観光、農業だけではない新たな分野での育成、そういったものも非常に大事だと

いうことで、検討を進めていくべきだということでございます。 

 最後でございますが、１３ページ、生活環境基盤の整備ということで、特に第１次から第４次

まで、生活環境インフラの整備をやってきておりましたけれども、施設の老朽化等の課題もある

ということで、ストックの再生や更新の観点も併せて検討していくべきだということ。また、い

わゆるハードの整備もありますけれども、情報通信社会の中でＷｉ－Ｆｉなどの情報通信の基盤

整備などにもしっかりと対応していくべきだということでございます。 

 ちょっと駆け足になりましたけれども、一番最後に資料９ということで、今回、明日香村小委

員会の報告骨子をこういった形でまとめてございます。これまで説明してきたものを文章で整理
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したものでございます。本日の審議を踏まえて、これをベースに報告を今後まとめていく予定と

考えてございます。説明の方は以上でございます。 

【委員長】 ありがとうございました。それでは、今のご説明につきましてご質問など、ご自由

にご発言いただければと思います。どなたからでも結構でございます。何かございますか。 

 では、私の方から１つお聞きしたいと思います。資料８「将来的な取組みのあり方に向けた今

後の議論の方向性について」ですけれども、本当に大切なところで、特に１ページから３ページ

の明日香村の価値の捉え方というところ、これをしっかり捉えていくということを常に検証して

いくことが大切です。もちろん、そういうものがあるから、こういった形で進めているわけです

けれども。常に高い次元で価値の捉え方というのをやっていかなければならないと思うんですが、

こういったアプローチの研究をどこが主体でやるのかというところは、どういうふうにお考えで

しょうか。 

 もしくは世界遺産登録をするとなれば、国を挙げて、省を挙げてやらなくてはいけないわけで

すけれども、それはまた明日香村の具体的なところのこれからの研究や発掘とも並行して進めて

いかなければならないわけですが。この価値の捉え方の主体は誰になるのだろう、どこがやるの

が一番いいのだろうかなどと、ずっと考えておりましたが、何かご意見がありましたら、いかが

でしょうか。 

【Ａ委員】 では、今、委員長がおっしゃられたことに関連して。私も世界遺産との絡みでＯＵ

Ｖをどう捉えるかということで、ここにも書かれているような骨子で考えていました。県の方が

主催してやっている世界遺産に向けての委員会でも大体このような趣旨で固めてきているんで

すけれども。それがユネスコの委員の方を、ここ２、３年呼んできてご意見を聞くと、それはあ

なたたちの価値であって、世界的な観点での価値ではないでしょう、みたいなことを言われてし

まっているわけですね。それをどう突破するのかなというので、世界的な視野に立った価値とい

うのを私もずっと悩んでまして。これからどういうふうに世界遺産の会議の中で議論を進めてい

けばいいのかなとも思ったりしているんです。 

 そこで最近ちょっと思いますのは、飛鳥の歴史的風土と言いますよね。それが基本的な骨子に

なってますけど、今日のご報告を伺っていても、ものすごく大きなものが欠落してるように思う

のです。それは「万葉集」なんですね。世界遺産の会議でも、つらつら考えてみたら、考古の専

門家と歴史の専門家だけで議論してますが、最初は古代史の専門家の方が強調はしておられたん

ですけれども、論理的に詰めていくと、「万葉集」の世界というのはなかなか詰まっていかない

んですよね。とくに個別の資産を絞っていくとどうしても欠落していくのです。だけど、恐らく

「万葉集」の世界をもうちょっと上手に取り込まないといけないんじゃないかなという感じが私

してきてまして。 

 それのきっかけは、先ほどのユネスコの人たちが来たときにものすごく歌碑に興味を持ったん

ですよ。甘樫丘にもあるし、あちこちにありますね。我々は、ええ、なんでこんなものに興味を

持つの、と思っていたんですが。よく考えると、それはどこも感覚的に彼らに訴えるものがあり

そうな感じがするんですね。 
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 だから、どうしても古代国家誕生の地であるとかいうことから議論していると、論理的に詰め

ていきますね。論理的にどういう価値があって、東アジアでどう位置づけられるとか、そういう

ふうな価値ばかりで。遺産としてそれが価値にしかないから、それをどう見せるかとか、そうい

うことばかりにどうしても我々の議論が行きがちだったんだけれども、もう少し感性的なものを

捉えてそれと風土を結びつける。万葉の世界の風土であるということでもあるわけですから、そ

こが我々の議論の中で抜けてたんじゃないかなという感じが最近ちょっとしてまして。 

 今日はＢ委員もおられるので、世界遺産を考えていく上で、何かその辺のアドバイスをいただ

ければと思ったりもするんですけれども。 

【委員長】 今のご意見に関連して何かございますか。Ｂ委員のお名前が挙がりましたけれども。 

【Ｂ委員】 今のＡ委員のお話ですけれども、恐らく歌という形で何かいろんなものを残してい

くということがずっと残っているというのは、非常に日本的な特色だと思うんですね。 

 これは全然別の話なんですけれども。記憶遺産の話があって、今度は舞鶴の引揚者の記憶遺産

を日本から提出することになっている。それにも少しかかわったんです。あれのかなりの部分は

歌なんですね。シベリア抑留のすごく厳しいときに歌を歌って、白樺の幹に書いていて。日本に

帰るときにそれを全部、そういう記録を持って帰ることは禁止されていたので、秘密で、罰せら

れることを覚悟で持って帰ってきた。それが和歌なんですよね。だから、ものすごく厳しい生活

をする中で、和歌を詠んでいくことが心の支えになっていて、エネルギーになっている。そうい

うふうな生き方をするというのは、世界の中でも説明すると、ユニークだと思うんですね。 

 だから、ひょっとすると、歌で何か表現しようとしたということそのものが、非常に日本的な

のかもしれないし。それが場所とうまく結びついていくとすると、説明がいろんなことでできる

のかもしれないと、今、聞いていて思いました。それが整備計画とどうつながるかは分かりませ

んけれども、すごく意味があることではないかなという感じもあります。 

【委員長】 ありがとうございます。 

【Ｃ委員】 私も思いついていたんですが、時間があったら、後でお話ししようと思っていたん

ですが。せっかくこのテーマが出ましたので、海外の方に対してどうアピールすればいいかとい

うことについて考えていたことをお話ししたいと思います。 

 日本人にとって「万葉集」って当たり前に受け止められていますが、世界的に見て実にすばら

しいと思うのは、老若男女、身分の上下関係なく、天皇も犯罪者も名もなき人も歌を詠めたとい

う、この文化的なすばらしさですよね。この時代に、世界のどこを見ても、いわゆる平民の女ま

でが歌を詠める。つまり字が書けて字が読めて、文学的に表現することができるなんてことは、

まずありえないわけですね。まして、それが詩なんですよ。歌なんですよ。 

 ヨーロッパ文化において詩というのは、ほとんど男性が頭脳で練り上げて考えるものであって、

そもそも女性は芸術的な能力がないとみなされて、長い間来たわけですね。でも、日本において

は、女性と男性のそれほどの差別感というのは、のちの武家社会においてちょっとあるくらいで、

あと軍国主義にあるくらいで、もともとは非常に男女平等意識が強かったというか、気にしてな

かったんだと思うんですよ。まだ身分制度もそんなにがちがちでなかった。律令制を取り入れて
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否応なしにそれなりの制度が固まりましたけれども、基本的にがちがちの身分制度でなかったか

ら、女性も排除されていないし、ましてや、身分の高い男性が身分の低い女性に振られる歌とい

うのがいっぱいあるわけですね。本当にすばらしいと思うんですよ。 

 そういうものを人々が芸術的センスで文学的表現をして、しかもそれがいまだに残っていると

いうのは、ものすごい文化資産だと思うんですね。ただ、目に見えた形じゃないので、観光客に

対してはどうかなというのはありますが、もっと日本人が胸を張っていい、すばらしい過去の文

化遺産だと思います。 

 ところが、日本人はなかなか自分の良さに気づかないので、男女平等で作品のやりとり、作者

名がないと男性の歌か女性の歌か分からないということすら、世界では結構稀なことだと思いま

す。古代ギリシャにおいてはサッポーだけが女性で詩人として有名で、珍しいからあんなに有名

になって、歴史に残っているわけなんですけれども。我が国においては、「万葉集」の中でもそ

んな男女差は数においてはそうありませんよね。 

 その言葉をずっと今に引き継いでいるということと、当時入ってきた文字を利用して、自分た

ちの言葉に当てはめて表記しようとしたということも含めて、文化水準の高さ、平等意識の高さ、

それを記録として残し続けているこのすごさですね。そういうのを強調して。世界遺産になった

ら観光客が増えるみたいなことじゃなくて、ならなくても、もっと日本の原点として強調しても

いいと思います。 

 だから、海外の方が歌碑に興味を持つというのは本当に当然で。これは誰が詠んだのかと、い

つ詠んだのかと、その人の身分は何かというのはとても大きな驚きになると思うんですね。だか

ら、天皇のような方が恨まれるような歌とか、身分の高い男性が低い女性にこっぴどく振られて

しまって、もう死んでしまいたいというような歌とか、そういうのを強調すると、日本人が根本

に持っている民主主義的意識が強調されていいかなと思います。それが１３００年、１４００年

前から歌い継がれているというところがすてきだなと。 

 だから、それをどう見せるのか、なんですけれども。詠まれた場所って山ほどあるわけで。「万

葉集」を言っていたら、明日香だけではないわけですけれども。もう少し前面に出して、何とか

できないかなと思っております。 

 子どもたちに「万葉集」を学校教育の中でそれほど大きく教えるということもあまりないので。

自分がそもそも「万葉集」が好きでこの時代の歴史に興味を持って、挙げ句の果てに作品にした

というところがありますので、もっともっと「万葉集」の本質的価値については日本人自身にも

知っていただきたいと思います。それをどう見せるのかということを何か工夫ができればうれし

いなと思います。 

 冊子を作って、俳句とかが海外でもてはやされているように、音とか文字数はもちろん無理な

んですけれども、うまく訳してアピールしていくということがいいかなとは思っております。長

くなりましてすみません。 

【委員長】 ありがとうございます。このテーマに関連して、ほかにご意見ございますか。 

【Ｄ委員】 観光の方から言っても、前回、明日香村は資源がほとんど地べたの下にあって何も
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見えないと。でも、「万葉集」にはほとんど地名が入ってますね。二上山だったり飛鳥川だった

り。この「万葉集」を使って昔の歴史、史実と現在の風景がつながっていくという、現代と過去

を理解する上でとてもいい素材ではないかなと思います。 

 既に歌碑は大体それを詠んだ場所ではないかと思われるところに建っていますけれども、そう

いったものを巡るツアーというのは十分成り立ちますし、私たちも経験したことがあります。そ

の場で、やはり声を出さなきゃ駄目ですね。声を出して、そこで一緒にみんなで歌うということ

はとても大切なことで、そういったものが我々の忘れられた文化として復活するという。それを

私の立場で言えば観光を通してもできればいいなと思います。 

 万葉朗唱という会があるんですけれども、皆の前で「万葉集」を聞かせるのではなくて、行く

人が自分でそこで詠むという。声に出すと、漢字ばかりで分からない言葉が何かイメージが湧く。

しかも、その中に自分が知っている地名が、二上山とか飛鳥川とかある。しかも、物語がたくさ

ん入ってますので、大変いいものではないかなと思います。 

 観光にはエピソード、物語というのが非常に大切です。何かを見るのではなくて、その物語を

感じる、又はそれを作るということが観光にとって大事ですので、「万葉集」に着目をするとい

う指摘は私も大変賛成です。 

【委員長】 ありがとうございます。では、Ｅ委員、お願いします。 

【Ｅ委員】 前回、「万葉集」については、小中学生がそれを英語でしゃべれたらいいのではな

いかということで、そのときはシェイクスピアを出させていただきました。シェイクスピアは、

Ｃ委員がご存じのとおり、男性しか演じられることのできない演目でございましたので、まさに、

女性や下流階級の方でもというところはすごいと思いますが、やはり、今、観光のお話が出まし

たけれども、「万葉集」を。この将来の取組みの中に農業と観光と６次産業にしか出てこない、

そこがやはり私はとてももったいないところであると思います。 

 前回も少しライフスタイルというお話をさせていただきましたが、今、Ｃ委員からご指摘いた

だいたように、どういう人々がこの万葉の世界のときにこの飛鳥に居住したのか、そのときの文

化水準、まさに生活水準の高さだと思うんです。そういうところを、まさに日本人は今そう認識

してませんし、「源氏物語」なんかはいろんなアニメとかそういうものも通じて非常に海外まで

知られるようなきらびやかな世界で、すごい人口も多いですが、「万葉集」となってしまうと、

非常にまだまだ狭い世界であって、一般化されていない。「万葉集」ということになじむことそ

のものが、日本人にとってアイデンティティになっているかというと、必ずしもそうでないとい

うこところがやはり非常に問題だと思っています。 

 そういった意味では、私は将来ビジョンの中に、前局長の意向でマスターアーキテクトという

お言葉も入っていますが、要するに選ばれた人たちにもっと住んでもらう。それから、農家民泊

をして、農業体験やいろんな歴史的なところを見るのも大事ですが、やはりどういう明日香であ

ったのかという、本質的な価値みたいなところを知っていただいて、将来的にここに、選ばれた

民としてというと変ですけれども、そういう観点で住みたくなる、そういうようなビジョンを、

そういうものを企業のＣＳＲなんかに手伝っていただいて、もう少し戦略的に練り上げる。そう
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いうことがたぶん安売りしない明日香として大事なんじゃないかなと思います。 

 この５年は、今の村長さんのお力で、ここ２、３年から観光などの部分は上がってくると思い

ますが、次の１０年に向かっては、本当にこれからの担い手、まさに明日香にどんな人たちが住

んで、どんな生活ができるのかというのを、農業と民泊とか観光だけじゃないライフスタイルと

いうのをうまく出してきて、それとアーキテクトの出す景観、集落あるいは空き家バンクだけで

はない住まい方、そんなところをうまくやってくると、新しい景観、新しい明日香のビジョンあ

るいは戦略というものが出てくるのではないかと思います。 

【委員長】 ありがとうございます。Ｆ委員、お願いします。 

【Ｆ委員】 明日香村に関連して、「万葉集」の話が出てましたけれども。先ほどからおっしゃ

っていただいているように、実は奈良県では、もちろん施設はありますが、万葉文化館というの

がありますし、それから、２０１２年から２０２０年にかけて、「記紀万葉プロジェクト」とい

うのをやってます。２０１２年というのは「古事記」編纂１３００年、２０２０年は「日本書紀」

完成から１３００年。その間、同時期に「万葉集」ができたということで、プロジェクトをやっ

ております。 

 やはり、先ほどから委員の皆様方からご意見がありましたけれども、「万葉集」そのものをど

んなふうにアピールしていくかということが非常に難しくて、苦労してます。１つ１つの歌につ

いてはこういう背景があったり、こういう思いがあったりということになるんですけれども、「万

葉集」というくくりの中で、先ほどおっしゃっていただきましたけど、それをオーソライズされ

るというのはなかなか難しくて。でも、Ｃ委員におっしゃっていただいたとおり、非常に珍しい、

貴重な歌集やと思うんですね。 

 ですので、これは無視することはできないと思うので、是非観光を含めて、いろんな意味で。

ライフスタイルのお話もありましたけど、そういう考え方にもつながっていくというふうに思い

ますので、是非、この中でいろんな意味合いを、工夫はかなり要るかもしれませんけど、１つの

テーマに挙げていただいたらいいかなと思っています。 

 もともと万葉文化館がありますけれども、万葉文化館の活用については若干遅れているのでは

ないかというふうなご指摘をいただいているのも、実はそこなんですね。万葉文化館をどういう

ふうに活用していくかということになると、例えば日本画を展示したり。要するに、切り取った

部分を展示するというのはできるんですけど、「万葉集」そのものを表すというのがなかなかで

きない、困難なことで。やろうとしていますのは、飛鳥の歴史展示ということで、２２年、２３

年、いろんな工夫をやってますけれども、やはり人を通してやる。人物を通して話をするという

か、歌を詠んでもらうとかっていうことをやっていかないと、範疇が広がりすぎて難しいのでは

ないかというふうに思います。 

 今やっている最中ですけど、万葉文化館の活動の中では、天武・持統天皇、両方の方々の資料

を集めて、映像を通していろんなことに取り組んでいけないか、分かりやすく、その方の言葉を

借りて歴史を語っていただけないかなというふうに。できるだけ史実に忠実にやろうとすると、

すごく難しいんですね。時間もかかりますし。お叱りもいただいているように、若干遅れている
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ように見えるんですけれども、是非、来年度予算ではその史実に基づいたコンテンツを作って映

像化して、分かりやすい、それこそ「万葉集」も含めた飛鳥の歴史というものを展示していけた

らなと思っております。 

 飛鳥にはいろんな意味で、歴史・文化という言い方をしますけど、幅広くて。それでいて、恐

らく皆さんの共通認識だと思いますけど、飛鳥の歴史ってすごく分かりにくくて、難しいんです

ね、人間関係も含めて。それを整理していくということが本当に必要なことだなというふうに、

私たちは思っているので。是非、今後の取組みの中でも、そういうことも含めて、謳っていただ

きたいなと思っています。 

 それから、私の方から１つ提案ですけれども、生活スタイルという意味で言うと、明日香村の

人たちにとって居続けたい村というのと、住みたくなる村というので、たぶん観点が違うんだと

思うんですね。ここはやっぱり整理して、この中で書いていくべきじゃないかなと思います。県

でも、最近は「定住」という言葉を使っているんですけど、ＩターンとかＵターンとかっていう

のではなくて、住みたくなる村づくりであったり、住み続けたい村づくりであるというのは、い

つの話でもある。だから、視点を変えて、しっかり対策を講じていくというのが必要になるんじ

ゃないかなと思っています。 

 住んでいる人間の、例えば森川村長の観点と、皆様方からの観点との整合性というのも必要に

なってくると思うので、そこをよく整理していただけたらなというふうに強く思っておりますの

で、是非やっていきたいなと。県もそのことについては後れを取らずにやっていきたいなと思っ

ています。 

 それから、少し話が長期的なことも含めてになりますが、今、奈良県では飛鳥京跡苑池の発掘

調査をやっておりますけれども、飛鳥京については見える化をしてほしいというふうに、私は思

っています。それは、過日、議連でもお話をしましたけれども、平城宮跡に大極殿ができて、私

たちも時々大極殿の前に立って、平城宮跡を見ると、先生がいらっしゃるので大変恐縮ですけれ

ども、すごくその時に思いを馳せることができるんですね。私、もちろん奈良の出身ですから、

大極殿のない頃も知ってます。ない頃に、ここに平城京があったんやと言われても、どんなんや

ったんやろうというふうに思ってしまっていましたので、やはり具体的な復元というのは、飛鳥

京なんかには必要じゃないかなと思っています。 

 いろんな課題があるんですけど、だいぶ苦労をいただいたりしたと思いますけれども、是非実

現をさせていっていただきたい。時間はかなりかかるかもしれませんけど、具体的なものになっ

ていったらいいなと思っています。この委員会の中でもそういう議論がしていただけたらなと思

います。よろしくお願いしたいと思います。 

【委員長】 ありがとうございます。Ｇ委員、ございますか。 

【Ｇ委員】 ありがとうございます。 

 まず、「万葉集」の話なんですけれども。「万葉集」そのもので言うと、私どもでも取組みはこ

の１０年、２０年させていただいていて。例えば犬養万葉記念館という万葉学に優れた功績を持

つ犬養先生を記念する施設があります。ただ、犬養先生が亡くなられて十数年、犬養万葉記念館
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はどうなってきたのというときに、やっぱり先細りの状態になっているのも事実です。やはり万

葉集は分かりづらい、難しいという面があります。 

 村内に「万葉集」の歌碑は３１基あるんですね。今も少しずつ建てられています。私が村長に

ならせていただいてからも３基建っております。でも、その歌碑が、じゃあみんなに本当に親し

まれているのか、小学生に説明できているのかというと、できていません。正直言いまして。そ

ういうことをもう１回見直さなあかんなと。 

 つい最近、島根・鳥取の皆さんの、その地域の万葉、山陰の万葉を愛する会みたいなグループ

ができまして、その方々が私どものところに訪れられて、万葉の故地である明日香と手を結びま

しょう。柿本人麻呂はうちで生まれて、そちらで働いたんですと言われて、ああ、そうですかっ

て答えてしまったんですけど。そんなふうなところをもう一度洗い直す作業。それは村単位では

とてもできませんけれども、村も一緒になって、県、あるいは今日は文化庁の方がおられたら、

そういうところとの連携をさせていただいて、やるようなことも要るのかなと。 

 ただ、その中で申し上げたいのは、「私からあなたへの万葉集」という、現代語で万葉を言い

ましょうよというようなやりとりをうちの村ではちょっと前からやっております。私はその取り

組みの中で、小学生が普通の生活をありがたく感じるんだみたいなことを表現しているのは、非

常にいいなと。全国から２０００通くらい来るんですよ。そういうやりとりも１つの、先ほどお

っしゃられた暮らしの中での万葉のあり方を今に変えながら生きさせていくというような工夫

として、我々もこの考え方を主張していくということも必要だったかなというふうには思ってい

ます。 

 それと、最後にＦ委員がおっしゃった、生活スタイルうんぬんの中で、住む人がどうやってプ

ライドを持って住み続けるのかということと、新たに来られた方がどうやって気持ちよく、そし

て持ってきた熱を持ちながら生活できるのかというのは、２つの視点が要るのかなと思っていま

す。外から来られると中の人間関係が非常に大変だということで、ご苦労をお感じになられる方

もおりますし、中で生活していると、年代等の中で重苦しい、大変だ、地域の人間関係が濃密だ

ということで出ていかれる方も非常に多いというのも現実です。 

 私ども村として、国の方にお願いしたいと思っているものの視点としては、例えば村民が外に

出ていかない、あるいは３０代、４０代がちゃんと帰ってくるというような仕組みを教育とか医

療をやりますとか、利便性解決の部分でありますとか、働く場でありますとか、そういう流れを

作っていきたいと思っていますし、そういうことに関してご支援もいただいているわけですけれ

ども、そこをもう少し強めなくちゃいけないなという思いがあります。 

 それともう１つは、定住施策で新旧住民がうまく混じり合えるような仕組みが国全体の中で成

功されている事例があると思います。是非、当村でもその中の先行事例になるくらいのつもりで、

成功をしていきたいと思いますので、いろんな情報提供とかご支援も賜われればと思っていると

ころです。その中で住宅の問題など、解決すべき話も随分あるんだろうなと思っております。 

 これは、人口５，０００人ちょっとくらいの一村で政策的なものができるとはとても思いませ

んので、こういう場をお借りして、いろんなお知恵をいただきながら、やらせていただこうかな
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と思っております。 

【委員長】 ありがとうございます。 

 Ｆ委員がせっかくおみえなので、お聞きしたいんですけれども。平城遷都１３００年のときに、

私は本でしか見てないんですけれども、松岡先生がプロデューサーでまとめられた、随分長い研

究会をやってらっしゃって、いろんな角度からいろんな先生方が平城京１３００年記念に対して

もう一度、奈良の持つ、平城京、明日香も含めてすごい研究会をされておられましたよね。明日

香についても、今先生方からいろんなご意見がありましたような歴史的な観点から、あるいは考

古学的な観点から、また、「万葉集」その他というような感じで、いろんな観点のところから明

日香村の価値というのを検証していくというのは、もう片方で絶えずやっていかなくちゃいけな

いと思うんですけど。 

 そういう体制というのは、奈良県として何か今やってらっしゃることはございますか。 

【Ｆ委員】 松岡先生をはじめ勉強会をやっていただいておりますし。 

 実は、奈良と京都というのは大きく違うと、奈良は思っているんです。それはどういうことか

というと、京都ご出身ですしあれですけど、分かりやすく言葉で言うと、国風と国際性というふ

うに分けて言いたいと思います。奈良が国際性が豊かだと。今の奈良がどうかではなくて、奈良

時代の奈良は、東アジアを含めていろんな方々にお越しいただいたり、文物が来たということで、

平城京１３００年が終わった後から、東アジアのことを皆で勉強しようということで今現在も続

けております。したがって、東アジア政府会議というんですかね、日中韓も含めて、アジアの中

央政府会合をやったりもしておりますので、それについていろいろと、東京でも今知事が参加し

て、いろんな方とも勉強をさせていただきます。 

 ただ、明日香村に限ってということになると、県独自でということになると、なかなかやれて

いないのが現実かと思います。どうしても明日香法がありますし、このように明日香小委員会も

ありますし、この枠組みの中で明日香というのは位置づけをしていただく。もっと言うと、明日

香法そのものが明日香の価値について一定の評価をしてきているというふうに理解しています

ので。例えば昭和５５年にできた明日香法の時代から、今に至るまで時間が経っておりますので、

明日香の位置づけもどんどん変わっていると、私は思います。 

 ですから、それはやっぱり全国の中で議論をしていただいて、日本国民としてどういうふうに

考えていくのかというような議論をしていただいた方が、より本当の意味での明日香の価値が見

出せるのではないかと考えております。その部分については、こういう機会を通じて議論をいた

だきたいと思っているところでございます。 

【委員長】 今までのところで、事務局として何かご意見がございますでしょうか。 

【事務局】 継続して残っている者として答えを申し上げたいと思います。 

 まず、今日、ご議論をいただいている中で、次に向けての項目、資料でいくと、今までのこの

中間見直しのときは、当面取り組むべき施策についてご議論をいただいてはいるんですけれども、

その次の将来的な取組みについてというような項目を出して議論をしてございません。今回、こ

れは新しい取組みとして盛り込んだ１つであります。 
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 その心は、５、６年、もうちょっと前ですか、現在の４次計画を作るときも私事務局で携わっ

てございまして、森川村長以外の村の方々はそれからずっとおつきあいをして。そのときに苦労

したのは、役所の仕事ですから、節目節目には一生懸命、計画を見直して、これどうするんだと

いう議論はやるんですけれども、実はそれが通ってしまうと、怠けるというと語弊がありますけ

れども、ちょっとやっぱり空白ができてしまう。その空白ができてしまうことによって、実はそ

のときももう１回県にもご相談をして、事務方の掘り起こしをして、またこうやってやるという

ことで、非常に無駄な労力をして、かつその間、発展的な議論がなかなかできないというような

状況を実体験しておりますので、今回はそれだけは次のステップとしてやめたいなと。 

 ということで、この新たな１章を設け、さらに明日香村の価値という、もう分かり切ったはず

の仕組みの中であるものについて、あえてこれももう一度議論をしていただこうということで、

これの項目起こしをした次第であります。 

 そうしたところ、今の「万葉集」が非常に大きなヒントに、次につながるようなこともあるか

と思いますし、外の人と村の人、地域の人、どうやってコミュニケーション、議論をしていくか

ということも含めて、これを次期計画へ向けての次の５年間にどう議論していくか。そういう議

論のプラットフォームを、国でやると審議会という大仰になり、難しいので、たぶん県のお力も

借りてということになろうかと思います。そういうことで、継続的に何らかの議論を続けて情報

発信をしていく。うまく行けば、それが世界遺産にまでつながっていくようなコンテンツが得ら

れる。これはちょっと理想的にすぎるかもしれませんけれども。 

 そういう意味で、こういう形のレポートを書きたいなと思った次第でございます。是非、もっ

と発展的なご意見をいただければと思います。 

【委員長】 ありがとうございます。そういう将来的な取組みに向けてというような、１つの叩

き台ということですので、もう少し、また幅広にご意見をいただきたいと思います。 

【Ｂ委員】 ということですと、１つ、私が申し上げたいのは、今回の整備計画はいろんなもの

をプラスしていくという、当然そうなっているんですけれども。一方では土地利用規制をずっと

やってきているというのもあるんですけれども。 

 ここにいろんなものを造るということと、いろんなものを変なものを建てないということは、

やっぱり表裏一体のことだと思うんですね。変なものが建たないから、こういうことに効果があ

るのであって。ですから、土地利用規制があると。これとは別だというふうに考えないで、つま

り、飴と鞭とは考えないで、両方が一体となって価値を高めているんだというような論理が必要

なんじゃないかと思うんですね。土地利用規制のことはあまり書いてないんですよね。むしろ、

今までの発想だと、土地利用規制は厳しいから、それに対して応援しましょうという、全然別の

ものがあったと。 

 ところが、時代は変わって、やっぱり長い間きちんとした土地利用規制があったから、こうい

うものがうまく効いてくるのであって。だから、一体のものだという論理ですよね。ある意味、

日本の中で、ある種財産権をある程度規制していくということが、それが価値を生むんだと、地

域の価値を生むからこれはいいことなんだというふうになるような、大きな流れの中にこれはあ
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るんだということだと思うんですよね。ですから、そこのところをもうちょっと書いていただき

たいという感じがあります。 

 もうちょっと大げさに言うと、これは理想論なんですけど、これだけ財産権の制約があるもの

だから、買取請求権もあって買い取っているわけなんですけど、欧米の都市計画はこれくらいの

ことは当たり前で、各地域がやっているわけで。もちろん買取請求権もないんですよね。なぜな

ら、そういうことをやることが、やっぱり先ほど言ったように、地域にとってプラスだからであ

って。将来的にこういうものがなくなるとは言いませんけれども、そもそも買取りを請求する人

がいなくなるくらいに、つまり価値が高まるのでありがたいと思えるような、そういうふうなも

のに持っていくというのが大きな方向じゃないかと思うんですね。そういうことに行っているん

だと。 

 今まではなかなか飴と鞭というのが１つのものとして実感できなかったけれども、ようやくそ

れが１つの地域の価値という意味では、実感できる時代に来ていると、そういう時代の整備計画

なんだという認識というか、そういうものをもうちょっと書いていただくといいんじゃないかな

と思います。 

【委員長】 今のことについて何かございますか。 

【Ｇ委員】  

 明日香村の場合、隣に高取町というのがあって、地価が全然違うんです。どっちが高いのかと

いうと明日香の方が高いんです。倍くらい違う。実勢で行きますと。公示されている価格はそん

なに差はないですけれども、実勢はやっぱりだいぶ違うというのが現実です。それはいろんな意

味があります。買取制度があって、それが下支えしてしまっているという言い方もありますし、

一方で、住む環境がいいので、そこで住める場合はお金払ってでも来るという２種類があって。 

 今おっしゃっておられる、欧米のように、日本の中でもそういう土地利用規制そのものが価値

があるという流れは、最近ですね、特に平成の時代に入ってからは、そういう傾向が出つつある

のかなという思いはあります。 

 ただ、私の方から、現場にいる人間として申し上げておきたい話は、実は、国の土地利用規制、

用途地域規制はやっぱり大雑把なものですから、やっぱり地区、地区で、ある程度この部分は緩

めて、この部分は堅くきちんとするとか、そういうことをすることが非常に大切だなというのを

実感しております。 

 今回の中にも出ておりますけれども、村では「大字景観計画」という小さな地区単位の景観計

画を作成しています。都計法第３４条の１１号を使って、ある程度開発は緩める代わり、景観計

画というような制度をきちんと運用することが今おっしゃっているような価値を高めることに

つながっていくんだなというふうに思っております。その辺、ようやく運用し始めています。そ

れも実は３４条１１号地域の設置などは、もともとこういう整備計画の中で位置づけられて動き

出したというのが４次の計画だったかと思います。 

 そういうことがまずは入り口となって、その中で物事がやっと根づいてきたのかなというふう

に思っております。こういうことをもう少し展開していくことを明日香の中ではやっていきたい
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と思っております。バランスを見ながら動かしていくんだと。 

 ただ、やっぱり実感として、今、中に住んでいる方が出ていく理由としては、土地利用規制が

強くて、建物を建てるにもお金の問題が発生します。瓦のある屋根の家を建てると何千万もかか

ると。今の日本の若い世代だったら１，０００万円出すとマンションに住めるやないかと、こう

いう非常に現実的な議論というのがベースとしてあることは忘れたらあかんとちゃうのかなと。

実際、ヨーロッパとかアメリカでは、売られている住宅の価格と住宅に対する価値の差があまり

ないでしょうから、精神的にここの部分が違うのはちょっと難しいと、実務者としては感じてい

るところです。そうは言いながら、今おっしゃっているような方向性が是非実現していけるよう

に、長期的に取組みをしていきたいなと思います。 

【委員長】 ありがとうございます。では、Ｅ委員、お願いします。 

【Ｅ委員】 先ほどの事務局のお話にもちょっと関係しますが、冒頭にキトラのご紹介がありま

した。キトラは、私はすごく大きなことで、四神だけではなくて天文学だとか、あるいは十二支

だとか、そういうものを初めて今回上野に行って知った方がすごく多いと思うんです。たぶんキ

トラと言ったときに四神しか知らなかったという人がほとんどだと思うんですけれども。それこ

そがやはり四大文明のどこにも天文学というのは必ずあって、高度な古代文明のすごいところは、

非常に精巧な天文学者とかがいたりとか、そういう部分もあったりするので。 

 私は、今後、将来的なというのが例えば３２年からというようなところではちょっと遅いと思

うので、東アジア、先ほどのお話にもありましたけれども、この辺の四神などの話というのは東

アジアの１つの基軸でもありますし、今回のキトラというのを１つのベースとして、先ほど「万

葉集」というのもありましたけど、「万葉集」ともう１つのキトラという新しい軸ができて、そ

れによって新しい方向性に向かっていく。 

 あと、先ほどの土地利用規制や建築規制の話も、やはり、それは明日香が見出されたときの明

日香村の風景であって、必ずしもそれがベストかというのは難しい議論だと思うんですよ。です

から、それは例えば京の町家なんかもリニューアルされて、非常に高価格で、しかも新しい若い

方々が今非常に高いお金を出してでも、京都の町家に住もうと思っている。それと同じようなこ

とが明日香の中にも多少やはり新しい方々が新しいライフスタイルを選ぶために、どういう住ま

い方とそれに合った住宅のあり方、あるいは景観のあり方、そういうものをもう一度ガイドライ

ンとして検討していただくことによって、新しい明日香の住まい方というのが模索できるのでは

ないかと思います。以上でございます。 

【委員長】 ありがとうございます。 

【Ｆ委員】 今の話の続きなんですけど。来る前に局長の部屋へ寄ったときに少し話しかけて、

実質的にお話ができなかったんですけど。Ｇ委員の話も含めて、明日香をみんな１つに考えては

いけないと私は思っています。いろんな時代が明日香村にはあって。少し言ってたんですけど、

歴史を皆で考えなきゃいけない地域があって、そして、Ｇ委員も言ってましたけど、景観を重ん

じなければいけないという田園風景があったり、いろんなものがあったりというふうな状況の中

で、飛鳥をいくつかのゾーンに分けて考えていくことが大切なんじゃないかなというふうに思っ
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ています。ですから、一律に明日香はこうなんだというようなイメージで議論をするのは是非避

けていただいて。 

 例えば稲渕ですか、棚田があるのが美しいと。これが明日香の風景なのかどうかということに

なると、これもまた議論がありますけれども。現実的に明日香にあって、それは残していきたい

というものですし、先ほど話がありました飛鳥京跡苑池はどうしたらいいのかというのは、また

別の議論になっていくように思いますので、その辺を分けてご議論いただくのが一番望ましいの

ではないかと。それがまた、逆に言うと、明日香村にとって適切な明日香を守り続けるというこ

とになるのではないかと思います。 

【委員長】 ありがとうございます。今のゾーンをある程度分けて考える必要があるのではない

かということですなんですけど、それはどうですか。それに対してご意見ございますか。 

【Ｇ委員】 私の方は、明日香村整備計画とか、そういう中でも申し上げていますし、明日香村

総合計画の中でも標榜してますけれども、明日香をまるごとオープンフィールドミュージアム的

にしていきたいというようなご提案をしておるんです。そのときに、まるごと博物館構想という

んですけど、じゃあ、どんなふうにするのというと、なかなか分かりづらいというお話がありま

す。その中で、じゃあ、明日香の本当の魅力というものを、どの地域にどんなものがあるのかと

いうことをちゃんと洗い直ししましょうということを一生懸命しております。 

 その中で、先ほどＦ委員がおっしゃいました、私も住んでいる奥飛鳥の周辺というのは特に文

化財が多いというわけではないんです。伝承的なものであったり、自然景観であったり、そうい

うものが非常に日本らしいというようなところを我々は奥飛鳥のゾーンと呼んでます。一方で、

歴史の舞台であったところというのは、飛鳥京を中心とする真神原と言われているゾーン、そこ

の歴史文化がちゃんと感じられる地域。また古墳のあるところって結構違うんですよね。場所も

違うし。飛鳥駅の周辺地区というのは、奥津城と呼んでいいのか、古墳が点在している状態です。

そこに、今、結構人がたくさん住んでいる。そこの住まい方もあるし。これは、Ｆ委員から言っ

ていただきました、地区ごと、ゾーンごとで違う考え方を用意しなくちゃいけないのかなと。そ

の中で、また小さな大字の建物をどうしていくのかという感じで、そこは我々の方はある程度区

分けをしながら、熟しているところから順番に煮詰めていく作業というのをしたいと思います。 

 この第８章の中にも少し書いてあったと思いますけれども、大字景観計画も本当に４地区だけ

でいいのかと。それは増やしながらも、そのゾーンに合ったような形のものを熟させていく必要

もあるし。その中で住民あるいは来ていただく方々に必要な支援策みたいなものも私どもの方か

らも提案して、ご相談をしてまいりたいなと思っています。 

【委員長】 ありがとうございました。ほかにご意見ございますか。 

【Ｄ委員】 私は明日香が好きで、明日香を何とかしたいと思って移り住んでいる人間ですけれ

ども、明日香の中で暮らしていて、どこにアイデンティティを持っているかというと、やはり明

日香村で大字と呼ばれている集落、そこに対しては皆、根強いアイデンティティを持っている気

がします。明日香村を良くしようということに、もちろん誰も反対はしませんけれども、本気に

なってやるのは自分の大字。やっぱり大字ごとにどういう世界を作っていくかということに力を

26 

 



 

入れていって、皆でこういう地図を作りましょう、とか資源、記憶を呼び出しましょうというこ

とに皆さん、協力してくれるのかなという気がします。 

 今、観光の世界はすばらしいもの、ビッグなものを見る観光ではなく、背景となる生活世界や

環境文化の中に浸りきり、すばらしい環境の中で自分が主役になるような、自分が演じるような

行為、それが今の観光のあり方だろうと思います。そのためには、すばらしい環境を維持したり

創ってあげるということが大事なんです。多様な魅力があるということが大事になります。集落

にすべて違った顔がある明日香村は魅力的です。地形も山の中から平地までありますし、それを

立体的なダイアグラム等を作ると、それだけでも面白い。 

 それを今、Ｂ委員が言われたような、ここまで虐げられたからこんないいことになったじゃな

いかと、そのとおりなんですけど。ところが、これを守ってきた人たち、担い手がますますいな

くなってしまっています。住民がいなくなればこの環境は継続できないのではないかなと危惧さ

れます。やっぱりどうやって担い手に来てもらうか、又は出ていかないようにするか、帰ってき

てもらうかということが大事です。そのときに１つはＢ委員が発明された「観光まちづくり」が

大事かなと思っています。 

 一方、私は、今後できれば教育にもっと力を入れてほしいなと思います。やはり子どもを育て

る環境がきちんとしているということがあれば、そこから出ていかないことにもなるし、入って

くることにもなるだろうと思うのです。小中学校の統合も含めて、そういった子育ての環境、こ

れほどすばらしい環境はないというような環境を作ってほしいと思います。 

 一方、明日香村に住みたいという人、明日香村で農業をやりたいという人はかなりいて、順番

待ちの状態だと思うんですが、実際にはなかなか入れない。私も相当苦労して明日香村の中で家

を借りて住んできました．、実はこれはまだオフレコなんですが、やっと今月末に家を買うこと

ができました。ついに家、土地を買ったんですけれども。そういうことがなかなかできない。農

業をやりたくても、家は借りても農地は貸してくれない。農地を借りても水が来ないとか、当然

ながら、そういうことはたくさんあると思いますので、改善していってほしいと思います。そう

いうところをある意味では、もう少し暮らしやすいものが必要だなという感じがします。 

 地域の方々がとにかくその気にならないことには明日香村は決して守られませんので、彼らが

どこで頑張れるかというと自分の大字なので、自分の大字単位にいろんな活動が活発化するよう

なことをやっていける、そういう制度ができたらいいなと思います。 

 観光から言えば、当然、ハードからソフトまで全部必要で、例えば１分の１のサイズの模型の

ようなもの、それは復元というより模型で、学術が変われば、ああ、違っていたわ、と作り変え

る、そういう変化するような遺跡保存みたいなものが必要だと思います。 

 それから、明日香の観光は滞在した方が絶対いいのですが、肝心の滞在施設がありません。泊

まったら、今度は食べるところがない。４０軒の飲食店ができたんですけれども、夜はほとんど

開いてません。夜の観光客はいないから、夜は６時で全部閉まってしまう。そういったハードも

やっぱり大事なのかな。ハード、それからそれができやすい法制度というソフトも当然必要かな

という気がいたします。 
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【委員長】 ありがとうございます。ほかにご意見ございますか。 

 今日は傍聴の方に文化庁や農林水産省、総務省、林野庁等、各省横断した形で来ていただいて

います。今日の議論をするのに、そういう意味では本当にふさわしい省庁の方もたくさんいらっ

しゃるんですけど、改めて何かお感じになったこととかございますか。よろしゅうございますか。 

 今日の議論の中で、明日香には魅力がいっぱいで、まだまだ知られていない、発掘されていな

い、研究されていない、まだまだミステリアスなところがたくさんあるんだと。そして、もちろ

ん明日香法の中で、明日香が国家にとって本当に大切な地域であるということで、しっかりとし

た枠組みができているわけですけれども、まだこの価値に対しては絶えず再認識していく、そう

いう仕組みをもう片方の方でしっかり作っていくと。それが、やはり地域の住民の方々や、具体

的に言えば、どういうふうに土地規制のあり方、ゾーンをどうするとか、観光に対してどうする

とか、そういうまちづくりの具体につなげていくには、ここをしっかりと押さえておかなくちゃ

いけないわけですが。ある意味、国交省だけの枠組みでできることでもないと思います。 

 ですから、ここを、将来に向けて、明日香村の委員会、いろんな角度から明日香村の価値を絶

えず再認識していくような、そういう研究会、委員会みたいなものが別途必要なのかなというよ

うなことも、私、委員長としては感じたところではございますけれども、如何でしょうか。 

 局長の方で何かございますか。 

【事務局】 今日は大変参考になるご意見をたくさんいただき、本当にありがとうございます。 

 私も着任したばかりで、素人の考えなんですけれども、明日香の価値というのを考えるときに、

私も実はそうだったんですけれども、「万葉集」もそうなんですが、常に、昔、こういうことが

ありました、こういう人がこういう歌を詠みました、こんな行政のことがありましたと、知識と

してはそれとなくみんな頭に入っているんだけれども、本当に心に感動するような認識があった

かというと、そういう人は意外に少ないのかもしれないなという思いがあります。 

 恐らく、１３００年前と今とで比較すると、文明は高度に発達しましたけれども、そこで生き

ている人間や家族、家族の愛であるとか、そういったものというのは意外に変わっていないとい

うか、共通している部分があるかもしれないし、現代が抱えている様々な問題点を解決するヒン

トが万葉の社会にあったのかもしれないし。そういう面で、日本人のこころのふるさとという言

い方をしますけれども、我々現代人が学ぶべきものは恐らく歴史の中にまだまだあるんじゃない

かと思います。 

 そういった点をこれから発掘というか、専門家の方にもっとご研究していただくなりして、そ

れをきちんと整理した上で、それを歴史的な価値、日本国家としての社会の価値というところに

結びつけていくことができれば、非常にさらに価値が高まるのかなと、このような印象を持ちま

した。すみません、素人の意見ですが、よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

【委員長】 ありがとうございます。 

 だんだん時間がなくなってきてしまったんですけれども、ちょっと観点を変えまして、まとめ

方という形式とかスタイルとかの点でも、何かお気づきの点がございましたら、ご意見、いかが

でしょうか。文章としては、この資料９になるわけですね。今日、ほかの資料で資料９のご説明
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をいただいたんですけれども。 

 「はじめに」というところで、もう少しそもそもの明日香法の成り立ちであるとか、明日香法

の枠組みであるとか、そういうのを少し入れてはどうかなというのが私の意見でございます。明

日香法ができてきた経緯ですとか、そういったものも「はじめに」のところに入れてはどうかと

思います。 

 ほかに何か、ご意見はございますか。１つ１つの文言もそうですし。 

 次のときに、大体これを報告書として、パブリックコメントを出す前の形になるわけですね。 

【事務局】 はい。この骨子案を本日の意見を踏まえて、肉付けをしまして、文章化しまして、

次の第３回の前に各先生方にお送りして、見ていただいた上で、第３回の１０月２０日の小委員

会という形を迎えたいと考えております。 

【委員長】 小さいことですけれども、この矢印のようなもの、こういうような感じになるんで

しょうか。 

【事務局】 これは骨子用にポイントだけ書いておりますので、これを報告文として文章化をし

ていきたいと考えております。 

【委員長】 ということは、この文言はもう少しまたふくらませた形での文章になっていくとい

うことで、これはあくまでも骨子というような理解でよろしいですね。 

【事務局】 はい。 

【Ａ委員】 前からも私申し上げたりしていますが、どうしてもこういうものの性格ですから、

全体に、こうしましょう、こうしましょうという話になってますよね。だけど、一番大事なのは、

先ほどＤ委員から大字の話が出ましたけど、大字をベースにしたら村民はかなりまとまるんだと

いう話がありました。 

 要するに、明日香の村民が、この間、どういう動きをしてきたのか、してこなかったのかとい

うようなところも少し入ってないとね。結局、全部上からやってあげます、やってあげますとい

うと、村民は何もやる気がないみたいな。はっきり言ってそういうふうに読めてしまうんですよ

ね。 

 だから、村民の中にはこういう動きがあるけどかなり困難で、そこができていないとかいうよ

うなのがベースにあって、そこを行政側は手助けしますよというような、そういうことでないと。

全然ないかというとそうではなくて、先ほどのお話のように、大字を中心にだったらかなりまと

まりますよという動きがあるとすれば、そういうのをやっぱり踏まえられないかと。具体的なこ

とは、分からないので何とも言えないんですが、いかがでしょうか。 

【委員長】 そうですね。現状のところでもう少しそういうものを継承するということですね。 

【Ａ委員】 そうですね、ええ。何かちょっと欲しい。村民も前向きな人もたくさんおられるで

しょう。 

【Ｇ委員】 ええ。非常にありがたい言葉で、村民が寝ていたわけじゃないじゃないかと。当然

そうで。 

 こういう場面で何回も申し上げていると思うんですけれども。交付金の４分の１相当は、実は
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大字の活動をずっと支えていると。一方で、それをやっているのは村民、大字民ですから。そこ

でずっと維持されている地域の活動というのは、私は、明日香法及びこの仕組みの成果でもある

と思っているので、今回、そういう形で評価していただいているのかなと思っているんですけど。

それを、我々もやる気になってやってますということは言いたいです。 

 さらにもう１点だけ。村民、大字単位で物事を考えましょうという議論は村長として、実は限

界を感じているんです。将来のことに向かって申しますと。やっぱり、例えば広域的にいろんな

方々に明日香というものを知っていただこうとすると、明日香村だけ知っていただいてもしょう

がない。より広く飛鳥地方、その周辺、吉野とか山の辺も含めた広い地域、日本が国家形成をし

た時期の周辺全体を主張したいと思っています。その中で明日香は非常に目玉になるところです

よという主張もしたいと思います。少しだけ広域的な感覚が必要だよという表現が入っているん

ですけれども、もう少し強めに。 

 先ほどＦ委員が京都と奈良は違うんだということをおっしゃってましたけど、実は、私個人的

にも、京都と奈良と飛鳥は違うんだと思ってますから。時代がそのくらい違うつもりでおります

ので。国の皆様方にもそういうお気持ちを持っていただきながらご支援していただいていると思

っておりますので、それを海外にもこうやって発信していくんだ、その価値があるから来てもら

ってもいいんじゃないのという議論も一緒に、将来の展望の中に書き込んでいただければありが

たいなと思っております。 

【委員長】 ありがとうございます。まだまだいろんなご意見があるかと思いますけれども、時

間になりましたので、また次回、第３回のときにこの続きをしたいと思っております。 

 議事次第に「その他」とございますけれども、「その他」のところ、事務局からお願いします。 

【事務局】 もう既にお話に出ましたけれども、資料１０でご確認のためにお話しさせていただ

きます。資料１０、横紙でございます｡ 

 今後のスケジュールでございますが、本日、７月１４日、第２回の委員会でございますが、次

回は１０月２０日、これは東京で予定をさせていただいております。本日を含めまして、様々い

ただきましたご意見を踏まえまして、今日お示ししたのは骨子ですけど、これを肉付けしたよう

なものにしまして、小委員会の報告のたたき台を提示させていただいて、ご審議をいただいた上

でパブリックコメントにかけていくという形で考えておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

【委員長】 それでは、今日はいろんなご意見をありがとうございました。以上で会議の方は終

了させていただきます。長時間にわたりましてご審議いただき、ありがとうございました。 

 それでは、事務局の方に議事進行の方をお返しいたします。 

【事務局】 本日は大変長時間にわたり活発なご議論をいただきまして、ありがとうございまし

た。それでは、これをもちまして第２回の明日香村小委員会を閉会いたしたいと思います。大変

ありがとうございました。 

 なお、本日の資料ににつきましては、机の上にそのまま置いておいていただければ、のちほど

郵送させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。本日はどうもありがとう

30 

 



 

31 

 

ございました。 

－了－ 

 


